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３ アパレル分野について 

(1) 概観 

「アパレル分野」とは、「アパレル業」のうち、ニットメーカー（ニット製品）

を除いたアパレルメーカーと縫製メーカーを「アパレル分野」として整理し、その

中でブラウスなどの「婦人服の布帛（ふはく）製品」を対象製品としています。ま

た、アパレル業では、消費者に向かって感性や創造性を発揮し、商品を通して満足

を与えていくことのできる人材の確保・育成が重要な課題となっています。そこで、

「職業能力評価基準(アパレル分野)改訂版」では、そのことを踏まえて、以下の５

職種（１０職務）について、その仕事に携わる方々に必要な職業能力を整理してい

ます。 

１） 企業の事業戦略を踏まえ、マーケティング戦略に基づいて商品の５適（適

所・適時・適量・適価・適品）を実現するための商品（ブランド）企画・開

発を行い、具体的なイメージを作り上げる「アパレル企画」（職務：「マー

チャンダイジング」、「デザイン」） 

２） デザイン画を基にブランドコンセプトを商品化するためのパターン（型紙）

を作成する「アパレル設計」（職務：「パターンメーキング（型紙製作）」） 

３） 企画されたアパレルの生産方針を定め、品質・コスト・納期を総合的に管理

しながら生産プロセス全体を統括する「アパレル生産管理」（職務：「生産

管理」） 

４） 商品企画やブランドコンセプトに基づいて作成されたパターンを工場にお

いて実際に製造・量産する「アパレル製造」（職務：「検反・裁断」、「縫

製」、「製造管理」） 

５） 販売・プロモーション計画やＶＭＤ（ビジュアルマーチャンダイジング）計

画に基づいて、完成された商品を店頭で販売し、あわせて顧客のニーズを把

握してマーチャンダイザー等の企画にフィードバックする「アパレル販売」

（職務：「販売」、「店舗運営」、「店舗管理」） 

今回、職業能力評価基準の職種のうち「アパレル企画」、「アパレル設計」、「ア

パレル製造」、「アパレル販売」を対象とし、訓練の職務は「デザイン」、「アパレ

ル設計」、「アパレル製造」、「アパレル販売」について、モデル評価シート・モデル

カリキュラム等を作成しました。 

 

(2) 検討体制 

「アパレル分野」におけるモデル評価シート・モデルカリキュラム等について

は、中央職業能力開発協会において、一般社団法人日本アパレル・ファッション産

業協会（理事長 廣内 武）及び日本アパレルソーイング工業組合連合会（会長 吉

井 豊）との連携のもと、基準策定普及委員会（座長 岡本 義行：法政大学大学

院政策創造研究科 教授）を設置し、検討を行いました。 
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ジョブ・カード様式４〔評価シート〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

訓練の職務　　　デザイン(職業能力形成プログラム　○○○○型）

　　　　　　　　訓練参加者氏名　　（氏　　　　名）

　　上記の者の訓練期間における訓練職務内容と当社しての職業能力についての評価は、以下のとおりですので、

平成　　年　　月　　日

実習実施企業 （評価責任者氏名・印）

（代表者氏名・代表者印）

Ⅰ　企業実習・ＯＪＴ期間内における職務内容

Ⅱ　職務遂行のための基本的能力　　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）

A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　 「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

（１）基本的事項 　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）

A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　 「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

(1) B003101

(2) B003101

(3) B003101

(4) B003101

(5) B003101

(6) B003101

(7) B003101

（２）専門的事項 　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）　　　　　（評価基準の出所：モデル評価シート）

A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　 「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

(1) H100131

(2) H100131

(3) H100131

(4) H100131

(5) H100131

(1) H100131

(2) H100131

(3) H100131

(4) H100131

(1) H100131

(2) H100131

(3) H100131

(4) H100131

(5) H100131

(6) H100131

(7) H100131

(8) H100131

(9) H100131

(10) H100131

　(総評・コメント)

上司の指示のもと、自分の担当アイテムについて、作成されたサンプルがデザイン意図とズレがないかパター
ンメーカーとともに確認している。

製品イメージの具現化（デ
ザイン）

上司の指示のもと、シーズンテーマに基づく、基本スタイリングとマスターデザイン作成の補助を行ってい
る。

上司やチーフデザイナーの指示を受けて、シーズンテーマに従い、基本的なスタイリング、シーズン基本デザ
イン、シーズン基本カラー、イメージ素材を念頭において特定アイテムのデザイン画の作成の補助を行ってい
る。

数多くのデザイン画を描くことにより、デザイン画のスキルを向上させるよう取り組んでいる。

常にマーケットリサーチ（百貨店廻り、雑誌チェック、海外コレクション情報の収集等）を行っており、最新
のトレンドを把握するよう努めている。

デザイン画から仕様やディテール等を正しく読み取り、服飾資材、服飾附属品の選定を適切に行っている。

不明点は上司等に質問し、デザイナーが表現したいシルエットを的確にパターンメーカーに伝えている。

上司の指示のもと、自分の担当アイテムについてパターンメーカーが作成したトワルをデザイン意図に照らし
てチェックしている。

上司の指示のもと、パターンメーカーに修正依頼を行っている。

上司の指示のもと、パターンメーカーのサンプル縫製仕様書が意図したデザイン表現が伝わるようになってい
るか確認している。

ライフスタイルの変化から、服飾にとどまらず衣食住の生活全般にわたって、生活者の視点からの個性表現の
ありかたについて考えている。

デザイン・素材の理解

日頃からデザインへの興味関心をもち、デザイナーの意図を読み取るよう努力している。

日頃から服飾資材、服飾付属品に関する知識のレベル・アップに取り組んでいる。

素材特性に関する基本的な知識の習得に取り組んでいる。

プレス収縮や引張・曲げなど力学物性試験に関する基本的な知識の習得に取り組んでいる。

能力ユニット
自己評価 企業評価

職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準 コード

ファッション感覚の醸成

日頃から国内外のファッションへの興味関心をもち、流行や個性表現の仕方を学んでいる。

ファッションだけでなく、音楽・絵画など、自らの感性を高めると思えるものに積極的に触れ親しんでいる。

普段の生活で目に入るもの、例えば身の回りの風景など、自分が美しいと感じたときに、その感動を自分なり
にどのように他者に伝えるかを考え、実行に移している。

雑誌を読んだり、タウンウォッチングを行うなど、あらゆる機会を利用して消費者のライフスタイルの変化を
感じ取ることを心がけている。

技術者倫理の遵守

技術者としての自覚や社会的責任をもって仕事をしている。

日常の業務に関連する法的又は倫理的な問題について常に問題意識をもって取り組んでいる。

正当な理由なく業務上知り得た秘密を他に漏らしたり、盗用したりしない。

自分の職務や専門分野に関連する時事問題に関心をもち、日ごろから問題意識を高めている。

自らの専門分野における技術的問題について、それらの研究又は開発によってもたらされる地域社会や生産活
動への影響を認識している。

技術分野の環境面又は法的な時事問題について自らの仕事に関連づけて理解している。

安全・環境の観点から製品の開発・設計に求められる必要最低基準を理解している。

Ⅲ　技能・技術に関する能力

能力ユニット
自己評価 企業評価

職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準 コード

能力ユニット
自己評価 企業評価

職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準

働く意識と取組（自らの職
業意識・勤労観を持ち職務
に取り組む能力）

法令や職場のルール、慣行などを遵守している。

出勤時間、約束時間などの定刻前に到着している。

上司・先輩などからの業務指示・命令の内容を理解して従っている。

仕事に対する自身の目的意識や思いを持って、取り組んでいる。

お客様に納得・満足していただけるよう仕事に取り組んでいる。

　今後のキャリア形成の参考にしてください。

期　　　間 区分 職　務　内　容

平成○年○月○日～
平成○年○月○日

企業実習
又は

ＯＪＴ

モデル評価シート『デザイン』 （抜粋）
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Ⅱ
　

職
務

遂
行

の
た

め
の

基
本

的
能

力

A
B

C

(1
)

○
ル
ー
ル
、
法
令
の
概
要
及
び
そ
の
理
由
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た

○
実
態
に
即
し
て
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
提
案
し
て
い
た

○
日
常
業
務
で
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

○
ル
ー
ル
等
に
不
明
点
が
あ
る
場
合
に
は
上
司
等
に
必
ず
確
認
し
て
い
た

○
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ
た
と
き
は
、
周
囲
に
相
談
し
て
い
た

○
職
場
の
ル
ー
ル
が
良
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た

○
ル
ー
ル
を
破
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
無
か
っ
た

(2
)

○
時
間
や
場
所
に
間
に
合
う
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
た

○
周
囲
の
模
範
と
な
っ
て
い
た

○
「
必
ず
5
分
前
到
着
」
な
ど
自
ら
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
た

○
交
通
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
遅
れ
そ
う
な
と
き
は
必
ず
一
報
を
入
れ
て
い
た

○
生
活
リ
ズ
ム
を
調
え
健
康
管
理
に
配
慮
し
て
い
た

○
無
断
欠
勤
や
遅
刻
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

○
夜
更
か
し
な
ど
生
活
リ
ズ
ム
が
不
規
則
だ
っ
た

○
自
分
が
遅
刻
す
る
と
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ

た

A
B

C

(1
)

○
与

え
ら

れ
た

仕
事

に
対

し
、

技
術

者
と

し
て

最
良

の
仕

事
が

で
き

る
よ

う
意

欲
的

に
取

り
組

ん
で

い
た

○
与

え
ら

れ
た

仕
事

に
対

し
、

技
術

者
と

し
て

誠
実

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
特

段
の

注
意

や
指

導
は

要
さ

な
か

っ
た

○
技

術
者

と
し

て
最

低
限

の
約

束
事

、
規

則
な

ど
を

守
ら

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

(2
)

○
日

頃
か

ら
日

常
の

業
務

に
照

ら
し

て
、

起
こ

り
う

る
法

的
又

は
倫

理
的

な
問

題
な

ど
問

題
意

識
を

持
ち

仕
事

に
取

り
組

ん
で

い
た

○
概

ね
、

業
務

に
関

連
す

る
法

的
又

は
倫

理
的

な
問

題
に

つ
い

て
は

意
識

し
て

仕
事

に
取

り
組

ん
で

い
た

○
世

の
中

で
起

き
た

法
的

又
は

倫
理

的
な

問
題

に
つ

い
て

無
関

心
で

、
重

要
性

を
理

解
し

て
い

な
か

っ
た

A
B

C

(
1
)

○
国
内
外
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
強
い
興
味
関
心
を
も
ち
、
流
行
や
個
性
表

現
の
仕
方
を
熱
心
に
学
ん
で
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た

○
業
務
に
必
要
と
な
る
事
項
を
十
分
理
解
し
て
い
た

○
国
内
外
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
興
味
関
心
を
も
ち
、
流
行
や
個
性
表
現
の

仕
方
を
学
ん
で
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た

○
実
務
に
必
要
と
な
る
基
本
事
項
を
お
お
む
ね
理
解
し
て
い
た

○
国
内
外
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
興
味
関
心
が
希
薄
で
、
流
行
や
個
性
表
現

の
仕
方
を
学
ん
で
い
る
様
子
が
あ
ま
り
観
察
さ
れ
な
か
っ
た

○
基
本
事
項
す
ら
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た

(
2
)

○
演
奏
会
や
美
術
館
に
頻
繁
に
足
を
運
ぶ
な
ど
、
音
楽
や
絵
画
に
積
極
的

に
触
れ
親
し
ん
で
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た

○
言
わ
れ
な
く
と
も
常
に
自
分
で
行
動
し
て
い
た

○
演
奏
会
や
美
術
館
に
足
を
運
ぶ
な
ど
、
音
楽
や
絵
画
に
あ
る
程
度
触
れ

親
し
ん
で
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た

○
言
わ
れ
な
く
と
も
お
お
む
ね
自
分
で
行
動
し
て
い
た

○
音
楽
・
絵
画
な
ど
、
自
ら
の
感
性
を
高
め
る
と
思
え
る
も
の
に
関
心
を
示
す

様
子
が
あ
ま
り
観
察
さ
れ
な
か
っ
た

○
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

(
3
)

○
自
分
の
感
動
を
適
切
に
表
現
で
き
て
い
た

○
独
創
性
の
高
い
表
現
も
多
数
含
ま
れ
て
い
た

○
感
動
を
あ
る
程
度
自
分
な
り
に
表
現
で
き
て
い
た

○
表
現
の
中
に
は
独
創
性
の
高
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た

○
自
分
の
感
動
を
表
現
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
で
き
て
い
な
か
っ
た

○
表
現
の
中
に
独
創
的
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

(
4
)

○
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
感
じ
取
る
よ
う
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た

○
言
わ
れ
な
く
と
も
常
に
自
分
で
行
動
し
て
い
た

○
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
感
じ
取
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
が
観
察
さ
れ
た

○
言
わ
れ
な
く
と
も
お
お
む
ね
自
分
で
行
動
し
て
い
た

○
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
感
じ
取
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
が
あ
ま
り
観
察
さ
れ
な
か
っ
た

○
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

(
5
)

○
衣
食
住
の
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
、
個
性
表
現
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た

○
独
創
性
の
高
い
表
現
も
多
数
含
ま
れ
て
い
た

○
衣
食
住
の
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
、
個
性
表
現
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
あ
っ
た

○
意
見
の
中
に
は
独
創
性
の
高
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た

○
衣
食
住
の
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
、
個
性
表
現
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

○
表
現
の
中
に
独
創
的
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

(
1
)

○
デ
ザ
イ
ン
へ
の
興
味
関
心
を
も
ち
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
意
図
を
読
み
取
る
よ

う
熱
心
に
努
力
し
て
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た

○
言
わ
れ
な
く
と
も
常
に
主
体
的
に
努
力
し
て
い
た

○
デ
ザ
イ
ン
へ
の
興
味
関
心
を
も
ち
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
意
図
を
読
み
取
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た

○
言
わ
れ
な
く
と
も
お
お
む
ね
主
体
的
に
努
力
し
て
い
た

○
デ
ザ
イ
ン
へ
の
興
味
関
心
を
も
ち
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
意
図
を
読
み
取
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
様
子
が
あ
ま
り
観
察
さ
れ
な
か
っ
た

○
主
体
的
に
努
力
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

(
2
)

○
知
識
の
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ

た ○
言
わ
れ
な
く
と
も
常
に
主
体
的
に
習
得
を
行
っ
て
い
た

○
知
識
の
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た

○
言
わ
れ
な
く
と
も
お
お
む
ね
主
体
的
に
習
得
し
て
い
た

○
知
識
の
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
あ
ま
り
観
察
さ
れ
な

か
っ
た

○
主
体
的
に
習
得
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

(
3
)

○
素
材
特
性
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
の
習
得
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
が
観
察
さ
れ
た

○
言
わ
れ
な
く
と
も
常
に
主
体
的
に
習
得
を
行
っ
て
い
た

○
素
材
特
性
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
の
習
得
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

が
観
察
さ
れ
た

○
言
わ
れ
な
く
と
も
お
お
む
ね
主
体
的
に
習
得
し
て
い
た

○
素
材
特
性
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
の
習
得
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

が
あ
ま
り
観
察
さ
れ
な
か
っ
た

○
主
体
的
に
習
得
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

(
4
)

○
プ
レ
ス
収
縮
や
引
張
・
曲
げ
な
ど
力
学
物
性
試
験
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
の
習
得
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た

○
言
わ
れ
な
く
と
も
常
に
主
体
的
に
習
得
を
行
っ
て
い
た

○
プ
レ
ス
収
縮
や
引
張
・
曲
げ
な
ど
力
学
物
性
試
験
に
関
す
る
基
本
な
知

識
の
取
得
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た

○
言
わ
れ
な
く
と
も
お
お
む
ね
主
体
的
に
習
得
し
て
い
た

○
プ
レ
ス
収
縮
や
引
張
・
曲
げ
な
ど
力
学
物
性
試
験
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
の
習
得
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
あ
ま
り
観
察
さ
れ
な
か
っ
た

○
主
体
的
に
習
得
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

法
令

や
職

場
の

ル
ー

ル
、

慣
行

な
ど

を
遵

守
し

て
い

る
。

出
勤

時
間

、
約

束
時

間
な

ど
の

定
刻

前
に

到
着

し
て

い
る

。

A
：
常

に
で

き
て

い
る

　
B

：
大

体
で

き
て

い
る

　
C

：
評

価
し

な
い

 

能
力

ユ
ニ

ッ
ト

職
　

務
　

遂
　

行
　

の
　

た
　

め
　

の
　

基
　

準
判

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

働
く

意
識

と
取

組
（

自
ら

の
職

業
意

識
・

勤
労

観
を

持
ち

職
務

に
取

り
組

む
能

力
）

技
術

者
と

し
て

の
自

覚
や

社
会

的
責

任
を

も
っ

て
仕

事
を

し
て

い
る

。

日
常

の
業

務
に

関
連

す
る

法
的

又
は

倫
理

的
な

問
題

に
つ

い
て

常
に

問
題

意
識

を
も

っ
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

Ⅲ
　

技
能

・
技

術
に

関
す

る
能

力

（
１

）
基

本
的

事
項

 　
（
「
職

務
遂

行
の

た
め

の
基

準
」
ご

と
に

、
該

当
す

る
欄

に
○

を
記

載
）

Ａ
：
常

に
で

き
て

い
る

　
Ｂ

：
大

体
で

き
て

い
る

　
Ｃ

:評
価

し
な

い
 　

　
「
評

価
を

行
わ

な
か

っ
た

」
場

合
は

／
（
斜

線
）
で

Ｃ
欄

を
消

す

能
力

ユ
ニ

ッ
ト

職
　

務
　

遂
　

行
　

の
　

た
　

め
　

の
　

基
　

準
判

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

技
術

者
倫

理
の

遵
守

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

感
覚

の
醸

成

日
頃

か
ら

国
内

外
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

へ
の

興
味

関
心

を
も

ち
、

流
行

や
個

性
表

現
の

仕
方

を
学

ん
で

い
る

。

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

だ
け

で
な

く
、

音
楽

・
絵

画
な

ど
、

自
ら

の
感

性
を

高
め

る
と

思
え

る
も

の
に

積
極

的
に

触
れ

親
し

ん
で

い
る

。

普
段

の
生

活
で

目
に

入
る

も
の

、
例

え
ば

身
の

回
り

の
風

景
な

ど
、

自
分

が
美

し
い

と
感

じ
た

と
き

に
、

そ
の

感
動

を
自

分
な

り
に

ど
の

よ
う

に
他

者
に

伝
え

る
か

を
考

え
、

実
行

に
移

し
て

い
る

。

雑
誌

を
読

ん
だ

り
、

タ
ウ

ン
ウ

ォ
ッ

チ
ン

グ
を

行
う

な
ど

、
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

利
用

し
て

消
費

者
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化

を
感

じ
取

る
こ

と
を

心
が

け
て

い
る

。

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化

か
ら

、
服

飾
に

と
ど

ま
ら

ず
衣

食
住

の
生

活
全

般
に

わ
た

っ
て

、
生

活
者

の
視

点
か

ら
の

個
性

表
現

の
あ

り
か

た
に

つ
い

て
考

え
て

い
る

。

デ
ザ

イ
ン

・
素

材
の

理
解

日
頃

か
ら

デ
ザ

イ
ン

へ
の

興
味

関
心

を
も

ち
、

デ
ザ

イ
ナ

ー
の

意
図

を
読

み
取

る
よ

う
努

力
し

て
い

る
。

日
頃

か
ら

服
飾

資
材

、
服

飾
付

属
品

に
関

す
る

知
識

の
レ

ベ
ル

・
ア

ッ
プ

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

素
材

特
性

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

の
習

得
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

プ
レ

ス
収

縮
や

引
張

・
曲

げ
な

ど
力

学
物

性
試

験
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
の

習
得

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

（
２

）
専

門
的

事
項

 　
（
「
職

務
遂

行
の

た
め

の
基

準
」
ご

と
に

、
該

当
す

る
欄

に
○

を
記

載
）

A
：
常

に
で

き
て

い
る

　
B

：
大

体
で

き
て

い
る

　
C

：
評

価
し

な
い

　
　

　
 「

評
価

を
行

わ
な

か
っ

た
」
場

合
は

／
（
斜

線
）
で

Ｃ
欄

を
消

す

能
力

ユ
ニ

ッ
ト

職
　

務
　

遂
　

行
　

の
　

た
　

め
　

の
　

基
　

準
判

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

判
定

目
安

表
（評

価
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
『デ

ザ
イ

ン
』

（
抜
粋
）
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時　間
Off-JTの実

施主体
備考

安全衛生作業
他作業
に包含

デザイン実習 340

職業能力基礎講習 10

新規採用時研修

同等

安全衛生 5

アパレル業の基本知識 15

OJT前の基本知

識の付与

デザイン概論 20

OJT前の基本知

識の付与

能力評価 10

安全衛生作業 5

デザイン実技 20

OJT前の基本技

能・技術の付与

主要な設備
機器、教材

ジョブ・カード、各種マニュアル・ガイドライン等の資料
イラスト、デザイン用の筆記用具・画材
各種繊維素材のサンプル

学科計  60.0時間

実
技

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、ＫＹ活動）、衛生管理
実務、事故発生時の対応、救急法（心肺蘇生、AED操
作方法）

ハンガーイラスト作成、デザイン画作成、指示書（指図
書）作成

実技計  25.0時間

座学等（Off-JT）計  85.0時間

有期実習型訓練合計  425.0時間

デザイン出し・デザインワーク、トワルチェック確認、仕
様書確認、サンプル加工依頼、サンプルチェック

OJT計  340.0時間

座
学
等

（
Ｏ
f
f
―

Ｊ
Ｔ

）

学
科

働く意識と取組・責任感、コミュニケーション、ビジネス
マナー、電話応対、顧客対応（挨拶、身だしなみ、態
度、言葉遣い）、PDCAサイクルの理解、企業活動（事
業領域、組織、経営理念、社是等）の理解、コンプライ
アンス

５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）、安全作業（安全点
検、保護具、ＫＹ活動）、事故発生時の対応、救急対応

ファッション全般に関する知識、アパレル業の業界構
造・利益構造、アパレル関係用語（企画・設計・生産管
理・製造・販売に関する用語等）、デザイン（デザイン、
シルエット、アイテム等）に関する基礎知識、プロダクト
（素材、色彩、コーディネート等）に関する基礎知識、
法令知識（家庭用品品質表示法、不当景品類及び不
当表示防止法等）

デザインの種類、分類方法、シルエット基本知識、アイ
テム知識、ディテールデザイン知識、パターンメーキン
グ基礎知識、サイズに関する知識、服飾資材・服飾付
属品関連知識、素材の試験・検査法（力学物性試験
等）

オリエンテーション、ジョブ・カードによる能力評価（企
業評価、自己評価）

訓 練 目 標
　職業意識の啓発を促し、社会人としての常識や心構えを身につけ、アパレル業においてデザ
イン関係の業務を遂行するために必要となる基本知識・技能を習得する。

仕 上 が り 像 　アパレル全般について概要を理解し、デザインに係る基本的な業務ができる。

有
期
実
習
型
訓
練
の
内
容

職務名又は教科名 職務又は教科の内容

実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

）

安全作業（５Ｓ活動、安全点検、保護具、ＫＹ活動）、衛
生管理実務、事故発生時の対応

アパレル分野における教育訓練カリキュラム

訓 練 科 名 ( コ ー ス 名 )
アパレル業実践科
（デザインコース）

訓練修了後
の関連職種

アパレル業におけるデザインの職
種


